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《 国産大豆 》 《 国産大豆 》 

１９年産入札終了、落札率６２％１９年産入札終了、落札率６２％ 

 ８月に実施された１９年産国産大豆の最後の入札取引結果は、日本特産農産物協会の発表によりま

すと、上場数は２，４５４トンで、落札が１，５３０トン、落札率が６２．４％、平均落札価格は、

前月比６０kg／８５円ダウンという結果となりました。先月よりは、値下がりしたものの、１８年産

と比較すると落札率、平均落札価格とも高いまま終了となりました。（前年８月の落札率は１９．９％、

前年８月の平均落札価格より６０ｋｇ／５９４円高値） 

１９年産国産大豆の合計の入札取引結果は、上場数は９８，４８６トンで、落札が５８，８７９ト

ン、落札率が５９．８％でした。２０年産国産大豆の入札は、１１月に開始の予定となります。 

弊社では、新穀が出回るまでの間、十分に大豆を確保しておりますが、お早目のご注文をお願い致

します。 

 

     入札月     上場数量     落札数量     落札率              

１１月     ５７５ｔ     ４６６ｔ     ８１．０％ 

１２月   ４，７３０ｔ   ３，２３９ｔ     ６８．５％ 

 １月  １２，０３１ｔ   ８，１１８ｔ     ６７．５％ 

 ２月  １３，８４４ｔ   ８，４８１ｔ     ６１．３％ 

      ３月  １４，８０２ｔ   ９，４５５ｔ     ６３．９％ 

      ４月  １４，６７６ｔ   ７，９８６ｔ     ５４．４％ 

      ５月  １４，４４６ｔ   ６，３７７ｔ     ４４．１％ 

      ６月  １２，４５５ｔ   ６，９８７ｔ     ５６．１％ 

      ７月   ８，４７３ｔ   ６，２４０ｔ     ７３．６％ 

      ８月   ２，４５４ｔ   １，５３０ｔ     ６２．４％           

    累計   ９８，４８６ｔ  ５８，８７９ｔ     ５９．８％ 

 

 

《 産地情報 》 

 弊社の平成２０年産大豆契約栽培先である 

ＪＡ秋田おばこ農協から８／６現在の大豆生 

育状況が送られてきました。 

大仙市太田地区のリュウホウです。今のと 

ころ順調に生育しております。 

今後の天候が気にかかります。 
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《 北米産大豆 》 

‘０８年産大豆生産高やや減少 

アメリカ農務省は、８／１２に‘０８年産の世界の大豆生産予想を２億３７３６万トンと発表し、

前回比０．２％減産の見込みとなりました。（‘０７年産は、２億１８２３万トン）これは、ブラジル

で１５０万トン、米国で７５万トン減少し、逆にアルゼンチンで１５０万トン、インドで４０万トン

増加見通しとなったためです。 

また、作付面積、収穫面積ともに増加したものの、大豆の生育遅延を背景に、平均単収が、１．１

ブッシェル減少したことが影響しております。（今月４０．５Ｂｕ／Ａ  前月４１．６Ｂｕ／Ａ） 

＊ １Ｂｕ（ブッシェル）＝約２７．２ｋｇ  １Ａ（エーカー）＝約０．４ヘクタール 

 

カナダ統計局は、７／３１時点の‘０８年産主要農産物の生産動向調査を発表し、カナダ大豆は、

３１６万７千トンの見込み（前年比１７．５％増加）となりました。 

 

大豆相場は下落するも、一進一退 

ドル高、原油価格の下落、天候の改善（適度な降雨）により、シカゴの大豆相場は、８／１１に期

近で、１２ドル１５セントまで下落しました。しかしながら、生育遅延、作況悪化により９／３現在

期近で１３ドル０１セントまで上昇しております。今後も、天候相場で、一進一退が続くものと思わ

れます。 
 

 

《 中国産大豆 》 

‘０８年産大豆生育状況（２００８年８月） 

概ね現地の天候は、晴天が続き、時々乾燥状態を緩和する降雨が記録されました。このため土壌水

分が改善され大豆の生育に最適な状態を保っています。 
現在、鞘の成熟具合などの生育状況は昨年と比較すると非常に順調に進捗しており、このままいけ

ば豊作は十分に期待できそうです。 
 
中国の大豆輸入状況 
 現在、中国は世界最大の輸入国となっており、オリンピック前の４月から７月にかけて、並外れた 
輸入量を記録しています。 
‘０７／‘０８年度、中国における大豆の輸入量は３７９０万トンと前年同比３２％の増加、‘０８

／‘０９年度の輸入量は３８５０万トンと予想されています。 
今年の世界的な大豆価格の高騰、及び‘０７年産の不作により、国家備蓄在庫をも消費した中国は、

備蓄の確保を進めると考えられ、日本の輸入量も相応の影響を受けるものと思われます。 


